
▲8月22・23日、加西球場で、第5回オールナイトキックベースボール大会が開催されました。
72チーム、約1000名の方々が熱戦を繰り広げました。フィナーレの閉会式には、1000個の風船が放たれました。

今月の主な内容
●ゴミ非常事態…5 ●I Love my town 上道山町…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12

�

ユニークドレッサー賞を獲得した「きょうだいはだれとだれ？」チーム
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加
西
市
で
は
、
９
月
の
敬
老
月

間
に
多
彩
な
催
し
を
実
施
し
て
、

高
齢
者
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
ご

苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
さ
ら
な
る
長

寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

敬
老
月
間
（
9
月
）
多
彩
に
長
寿
を
お
祝
い

│
│
最
高
齢
者
訪
問
・
敬
老
会
・
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業

│
│

特特特特　　　　集集集集
敬老月間
長寿をお祝い

８
月
31
日
（月）
、
藤
岡
市
長
が
市

内
に
お
住
ま
い
の
最
高
齢
者
を
表

市
長
ら
が

最
高
齢
者
を
表
敬
訪
問

敬
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
最
高
齢
者
は
男
子
が
97
歳

の
村
田
信
治
さ
ん
（
西
長
町
）、
女

子
が
100
歳
の
藤
塚
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
加

西
の
里
）。

ま
た
、
お
二
人
以
外
の
百
歳
以

上
（
９
月
30
日
現
在
）
の
二
人
に

は
、
同
日
松
本
助
役
が
表
敬
訪
問

し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
年
も
75
歳
以
上
の
方
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
が
健
康
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
、
式
典
や
芝
居

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
単
位
の
敬
老
会
も

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
地
域
単
位

で
の
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い

会
「
高
齢
者
あ
っ
た
か
推
進
の
つ

ど
い
」
が
始
ま
り
、
ま
ず
九
会
地

区
と
多
加
野
地
区
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
記
念
撮
影
や
、

手
作
り
の
食
事
、
歌
や
踊
り
と
い

っ
た
ふ
う
に
各
町
が
そ
れ
ぞ
れ
趣

向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
お
孫
さ

ん
位
の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
も
加

わ
り
三
世
代
交
流
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
身
近
な
地
域

ぐ
る
み
で
長
寿
を
祝
っ
て
い
た
だ

く
地
区
を
今
後
広
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

敬
老
月
間
の
９
月
中
、
健
康
福

祉
会
館
ホ
ー
ル
で
山
崎
劇
団
に
よ

る
芝
居
公
演
が
入
場
無
料
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
県
内
在
住
の

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
風
呂
の

無
料
開
放
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
効
果
も
あ
っ
て
福
祉
会
館
は

連
日
の
大
盛
況
で
す
。

大
人
気
の
芝
居
と

お
風
呂

藤塚ミサヲさん　明治31年1月28日生（加西の里）を表敬訪問する藤岡市長

村田　信治さん
明治33年10月24日生（西長町）

藤井　かねさん
明治31年2月8日生（サルビア荘）

柏原　のぶさん
明治31年7月5日生（東剣坂町） 山崎劇団の芝居
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今
年
の
敬
老
月
間
の
事
業
運
営

に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
、
お
茶
・
お
弁
当
の
準
備

や
ト
イ
レ
へ
の
案
内
、
履
物
の
整

理
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
め
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
第
一
歩
と
し

て
も
最
適
で
す
。
空
い
た
時
間
を

有
効
に
使
っ
て
、
何
か
人
の
た
め

に
や
っ
て
み
た
い
方
、
残
り
の
敬

老
月
間
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申

し
込
み
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
電
話
42
┙

６
３
６
４
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

大
活
躍

30 小印南町・青野町 小印南町公会堂

兵
庫
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は

10
月
25
日
（日）
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、

兵
庫
県
の
首
長
を
決
め
る
大
切
な

選
挙
で
す
。

☆
投
票
の
で
き
る
方

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
有

権
者
は
、
次
の
要
件
に
該
当
し
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

①
昭
和
53
年
10
月
26
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
。

②
平
成
10
年
７
月
７
日
ま
で
に
住

民
登
録
（
転
入
届
）
を
行
い
、

引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

☆
不
在
者
投
票

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
方

は
″不
在
者
投
票
を
″

①
不
在
者
投
票
時
間

10
月
８
日
（木）
〜
24
日
（土）
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

で
す
。（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

も
受
付
け
し
ま
す
。）

②
不
在
者
投
票
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

③
投
票
用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書

は
、
10
月
初
旬
よ
り
市
民
会
館
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
印
鑑
は
不
要
で
す
。

兵
庫
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
の
一
票
は
、
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
貴

重
な
意
思
表
示
で
す
。
前
回
の
投
票
率
は
47
・
55
％
で

し
た
が
、
こ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投票所の変更
投票区

14

12

26

関 係 町 名

中山町・大柳町

西横田町・東横田町・鎮岩町

上宮木町・下宮木村町
下宮木町・鶉野上町

大柳町公会堂

鎮岩町公会堂

加西中学校体育館

投　票　所

８
月
26
・
27
日
の
２
日
間
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
９
月
の
敬
老
月
間
記

念
行
事
と
し
て
、
高
齢
者
夫
婦
の
数

え
年
の
合
計
159
歳
及
び
160
歳
を
お
祝

い
し
て
、
ご
自
宅
を
訪
ね
て
の
記
念

撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

宮
本
久
雄
さ
ん
（
北
条
町
古
坂

一
丁
目
）
は
、
昭
和
34
年
か
ら
39
年

間
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
夫

婦
記
念
撮
影
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
32
組
の
ご
夫
婦
を
加
え
る
と

こ
れ
ま
で
に
１
３
３
８
組
の
ご
夫
婦
を

撮
影
さ
れ
、
親
子
二
代
に
渡
っ
て
撮

影
に
訪
れ
た
家
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
写
真
は
敬
老
会
当
日
額
縁
に

い
れ
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お茶の準備をされるボランティアさん

「最近のお年寄りはみなさんお若いですね。」と宮本さん

長
寿
夫
婦
を
撮
り
続
け
て
39
年
、
1
3
3
8
組
を
撮
影

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
作

り
の
昼
食
、
余
興
や
健
康
体
操
を

楽
し
み
な
が
ら
ひ
と
り
暮
し
の
老

人
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
抱
え

る
問
題
の
相
談
や
、
地
域
の
方
々

と
の
語
ら
い
を
通
じ
て
、
明
日
へ

の
生
き
る
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

よ
う
「
ひ
と
り
暮
し
老
人
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
28
日
（木）

午
前
10
時
15
分
〜

場
　
所

加
西
市
健
康
福
祉
会
館

ホ
ー
ル

対
象
者

満
65
歳
（
平
成
10
年
７

月
30
日
現
在
）
以
上
で
市
内
に
在

住
さ
れ
る
ひ
と
り
暮
し
の
方

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
締
切

10
月
５
日
（月）

申
込
み

担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
へ

問
合
先

加
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
電
話
42
┙
８
８
８
８
）

ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
の
つ
ど
い

10月25日�
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││
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
││

あ
な
た
の
声
を
市
政
へ

加
西
市
で
は
個
性
的
で
誇
り
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
、

広
報
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
、

市
政
の
現
状
と
課
題
、
将
来
の
夢

な
ど
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
懇

談
し
、
市
民
と
行
政
と
の
よ
り
よ

い
相
互
理
解
を
図
る
べ
く
今
年
も

第
７
回
目
の
市
政
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

�
内
　
容
「
介
護
保
険
制
度
」

と
市
政
全
般
に
か
か
る
自
由
討
議

�
対
象
者

各
町
３
〜
４
名
程
度

�
実
施
単
位

各
小
学
校
区

�
開
催
日
程

左
表
参
照

日　　時 校　区　名 開催時間 開催場所

9月24日（木） 北 条 校 区 午後8時～
9時30分 JA北条支店

9月25日（金） 富 田 校 区 〃 JA富田支店

9月29日（火） 下 里 校 区 〃 善防公民館

9月30日（水） 日吉宇仁校区 〃 JA多加野支店

10月 1日（木） 九 会 校 区 〃 JA九会支店

10月 2日（金） 富 合 校 区 〃 JA富合支店

10月 6日（火） 西 在 田 校 区 〃 JA西在田支店

10月 7日（水） 在 田 校 区 〃 JA在田支店

10月 8日（木） 賀 茂 校 区 〃 賀茂会館

開　催　日　程

市
議
会
定
例
会
開
く

条
例
の
改
正
な
ど
十
九
議
案
を
審
議

第173
回

提案説明をする藤岡市長

第
百
七
十
三
回
加
西
市
議
会
定

例
会
が
、
九
月
一
日
（火）
か
ら
二
十
二

日
（火）
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
告
　
四
件

◯
加
西
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

◯
加
西
市
都
市
施
設
公
社
の
経
営

状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

人
事
案
件
　
一
件

◯
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ

ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

条
例
関
係
　
三
件

◯
加
西
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

◯
加
西
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

◯
加
西
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

事
件
決
議
　
三
件

◯
農
作
物
（
水
稲
）
共
済
の
無
事

戻
し
金
の
交
付
に
つ
い
て

◯
園
芸
施
設
共
済
の
無
事
戻
し
金

の
交
付
に
つ
い
て

◯
農
業
共
済
事
業
会
計
特
別
積
立

金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

予
算
関
係
　
二
件

◯
平
成
十
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算

◯
平
成
十
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

決
算
　
五
件

◯
平
成
九
年
度
加
西
市
一
般
会
計

の
決
算
認
定

◯
平
成
九
年
度
加
西
市
特
別
会
計

の
決
算
認
定

主
な
議
案

続々と市役所に到着する職員

防
災
の
日
を
前
に
し
た
８
月
31

日
（月）
、
非
常
配
備
体
制
の
確
保
と

防
災
意
識
の
向
上
を
ね
ら
い
、
特

別
職
を
含
め
市
職
員
（
消
防
、
病

院
、
水
道
も
含
む
）
の
係
長
級
以

上
を
対
象
に
、
震
度
５
強
の
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
員
が
勤
務
場
所
ま
で

徒
歩
や
自
転
車
等
で
登
庁
し
、
30

分
以
内
に
７
割
以
上
の
職
員
が
勤

務
先
に
到
着
で
き
ま
し
た
。

訓
練
は
、
山
崎
断
層
を
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
、
家
屋
・
道

路
損
壊
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
５
分
以

内
に
到
着
し
た
職
員
が
３
名
い
た

ほ
か
、
135
名
全
員
が
２
時
間
以
内

に
到
着
し
ま
し
た
。

市
職
員
が
参
集
訓
練

│
地
震
を
想
定

自
転
車
や
徒
歩
で
登
庁
│
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７
月
28
日
（火）
、
ゴ
ミ
収
集
体
験

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
３
号
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

ゴ
ミ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
た
。

と
っ
て
も
暑
い
。
ぼ
く
は
軍
手
を

は
め
て
、
作
業
を
は
じ
め
た
。
す

ご
く
臭
か
っ
た
の
で
、
気
分
が
悪

く
な
っ
た
。

ま
た
、
袋
が
わ
れ
て
、
残
飯
が

飛
び
だ
し
た
。
そ
の
残
飯
が
当
た

っ
た
子
も
い
た
。
九
つ
ほ
ど
の
、

ゴ
ミ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
行
っ
た
あ
と
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た
。

ゴ
ミ
を
ピ
ッ
ト
に
入
れ
る
様
子
を

見
た
。
お
じ
さ
ん
た
ち
は
、
仕
事

だ
と
い
っ
て
も
、
毎
日
暑
い
な
か

臭
い
ゴ
ミ
を
集
め
て
大
変
だ
と
思

っ
た
。
ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
を
出
し
て

い
る
み
ん
な
に
言
い
た
い
。「
残
飯

の
水
切
り
は
し
っ
か
り
し
て
ほ
し

い
。
ゴ
ミ
を
出
す
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
。」
ぼ
く
も
協
力
し
ま
す
。

現
在
、
地
球
規
模
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
環
境
汚
染
の
う
ち
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
、
日
常
の
様
々
な
場
面

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の

煙
か
ら
だ
っ
て
、
焼
き
魚
か
ら
だ

っ
て
、
有
機
物
と
塩
素
を
一
緒
に

燃
や
す
と
発
生
す
る
の
で
す
。
さ

ら
に
私
た
ち
の
体
に
摂
取
さ
れ
る

の
は
食
品
か
ら
が
大
部
分
を
し
め
、

恐
ろ
し
い

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

脂
肪
に
蓄
積
し
て
排
出
さ
れ
に
く

い
大
変
や
っ
か
い
な
物
質
で
す
。

さ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
源

は
と
い
う
と
、
み
な
さ
ん
が
日
頃

出
さ
れ
て
い
る
身
の
ま
わ
り
の
ご

み
焼
却
か
ら
発
生
す
る
量
が
一
番

多
い
の
で
す
。

最
新
の
設
備
を
備
え
た
加
西
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
減

ら
す
の
は
市
民
・
事
業
者
ひ
と
り

ひ
と
り
の
責
務
で
す
。

で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら

す
た
め
に
は
？
″ご
み
を
燃
や
さ

な
い
こ
と
。″

燃
や
さ
な
い
た
め
に
は
？
″ご

み
を
減
ら
す
こ
と
″
で
す
。

ま
ず
は
″ご
み
に
な
り
そ
う
な

も
の
は
買
わ
な
い
。″

★
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
源
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
）
は
ひ
か

知
恵
と
努
力
で

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
″減
″

え
る
。

★
買
い
物
に
は
袋
を
持
参
し
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
は
も
ら
わ
な
い
。

★
食
料
費
は
買
い
す
ぎ
な
い
。
つ

ぎ
に
″分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
″

★
市
で
定
め
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
き

っ
ち
り
分
別
し
て
ご
み
を
出
す
。

★
ビ
ー
ル
び
ん
等
再
使
用
で
き
る

容
器
の
商
品
を
買
っ
て
再
使
用

す
る
。

★
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

最
終
的
に
燃
や
す
場
合
に
は
、

800
℃
以
上
で
の
完
全
燃
焼
や
排
出
ガ

ス
を
処
理
す
る
最
新
技
術
を
備
え
た

加
西
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
易
焼
却
炉

で
の
ご
み
焼
却
は
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
決
し
て
好
ま

し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

さ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
い
ま
だ
研
究

中
で
あ
り
、
発
生
を
少
な
く
す
る
取

燃
や
す
の
な
ら

″完
全
燃
焼
″

組
み
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
し

か
し
子
供
た
ち
や
孫
た
ち
の
世
代
の

た
め
に
、
自
分
の
ま
わ
り
を
見
直
し

よ
い
環
境
を
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

加
西
市
も
ご
み
の
減
量
・リ
サ
イ
ク

ル
を
目
指
し
て
ご
み
の
一
部
有
料
化

を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

以
前
よ
り
ご
み
の
減
量
の
励
み

と
し
て
粗
品
交
換
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
や
″ご
み
を
減

ら
す
こ
と
″
″分
別
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
″
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
く
ら

し
を
す
る
こ
と
は
ご
く
当
た
り
前

の
こ
と
と
な
り
、
ま
た
ご
み
を
減

ら
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
間
違
っ
た

減
量
を
し
て
お
ら
れ
る
家
庭
を
一

部
に
見
受
け
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
方
々
の
ご
討
議
と
ご
み
減
量
化

促
進
対
策
協
議
会
の
提
言
を
受
け
、

平
成
10
年
度
分
の
無
料
ご
み
処
理

券
か
ら
粗
品
と
の
交
換
を
廃
止
し

ま
す
。

ご
理
解
を
た
ま
わ
り
、
皆
さ
ま

の
ご
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
今
後
と
も
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ご

み
処
理
券
と

粗
品
の
交
換
を
廃
止

簡易焼却炉では、ごみを完全燃焼させられません

ゴ
ミ
収
集
体
験
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て

下里小学校4年

岩崎　一洋くん

ご
み
・
ゴ
ミ
・
非非非非
常常常常
事事事事
態態態態
!!!!

│
さ
ぁ
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
!
│
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介
護
保
険
の
お
は
な
し

││
介
護
保
険
で
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
││

●
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
の
必

要
度
（
要
介
護
度
）
に
応
じ
て
給

付
額
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

費
用
は
、
６
万
円
程
度
か
ら
29
万

円
程
度
（
平
成
７
年
度
価
格
）
と

見
込
ま
れ
、
一
割
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

●
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
29
万
円
か

ら
43
万
円
程
度
の
費
用
が
見
込
ま

れ
、
そ
の
一
割
と
食
費
相
当
分
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

必要なサービスを必要な回数、必要な時間帯に!

★
問
合
先

福
祉
部
　
高
年
福
祉
課
　
あ
っ
た
か
推
進
係
（
電
話
42
┙
８
７
８
８
）

要　　介　　護　　者

●
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

●
訪
問
入
浴

●
訪
問
看
護

●
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

●
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

●
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る

訪
問
診
療
な
ど
）

●
日
帰
り
介
護（

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

●
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

●
短
期
入
所
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け

る
介
護

●
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
費

の
支
給

●
住
宅
改
修
費
の
支
給

（
手
す
り
、
段
差
の
解
消
な
ど
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

在
宅
で
介
護
を
受
け
る
の
が

困
難
で
、
常
時
介
護
が
必
要
な

人
の
施
設

●
老
人
保
健
施
設

病
気
の
治
療
が
終
わ
っ
た
人

に
、
家
庭
に
戻
れ
る
よ
う
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
を
行
う
施
設

●
療
養
型
病
床
群

治
療
よ
り
も
長
期
に
わ
た
る

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
入
院

す
る

在
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

要支援者

●
同
右

●
要
支
援
者
の
施
設
入
所
は
で

き
ま
せ
ん

VVVVooooLLLL ....

4

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

平
成
10
年
8
月
1
日
基
準
日
分

国
の
総
合
経
済
対
策
と
し
て
、

平
成
10
年
分
所
得
税
等
の
特
別
減

税
の
追
加
実
施
に
関
連
し
、
老
齢

福
祉
年
金
の
受
給
者
等
及
び
高
齢

の
低
所
得
者
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
並
び
に
低
所
得
の
在
宅

ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
在
宅

介
護
の
支
援
に
資
す
る
た
め
、
平

成
10
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

は
、
平
成
10
年
11
月
30
日
ま
で
に

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

支
給
申
請
を
さ
れ
る
方
は

平
成
10
年
９
月
16
日
（水）
か
ら
受

付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
合
先

市
役
所
１

階
　
高
年
福
祉
課
（
電
話
42
┙
８

７
２
４
）
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催
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香
寺
民
俗
資
料
館
で
加
西
の
史
料
収
集

近
世
史
部
会
は
、
四
人
の
若
手

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
近
世
（
江
戸
時
代
）
を
担
当
す
る

も
の
が
、
ま
ず
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
仕
事
は
市
域
に
残
さ
れ
て
い
る
近

世
文
書
の
調
査
と
収
集
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
加
西
市
で
は
市
史
編
さ
ん
委

員
会
が
発
足
す
る
ま
で
に
、
市
史
編

集
室
が
膨
大
な
量
の
史
料
を
整
理

し
、
吉
野
文
書
の
よ
う
に
既
に
活
字

化
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
史
料
も
あ
り
、

市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
地
な
ら
し
は

か
な
り
進
ん
で
い
る
訳
で
、
こ
れ
ま
で

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
努
力
や
史

料
所
蔵
者
の
協
力
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
史
料
編

を
作
成
し
た
り
本
文
を
書
く
と
な
る

と
、
改
め
て
史
料
の
確
認
作
業
が
伴

い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
の
許
す
限
り

整
理
し
た
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

化
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
た
く
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
に
入
っ
て
か
ら
、
香
寺
民
俗

資
料
館
所
有
の
増
田
家（
下
道
山
村
）

文
書
を
関
西
大
学
と
神
戸
大
学
の
協

力
を
得
て
整
理
し
て
い
ま
す
。
未
だ

途
中
で
す
が
一
万
点
近
く
な
る
こ
と

は
確
実
で
、
市
域
の
文
書
と
し
て
は

点
数
が
最
も
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

近
世
後
期
か
ら
明
治
前
半
の
史
料
が

中
心
で
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
徳
川
喜
慶
に
ゆ
か
り
の
一

橋
家
が
支
配
し
て
い
た
領
地
の
村
々

の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
但
し
、

全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
に
は
ま

だ
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

最
後
に
改
め
て
お
願
い
を
ー
。
ご

自
宅
に
、
あ
る
い
は
市
域
周
辺
の
ご

親
戚
に
、
未
整
理
の
古
文
書
を
お
持

ち
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
市
史
編
集
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
と
き
に
は
、
ゴ
ミ

の
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
そ
の
ゴ
ミ
の
中
か
ら
史
料
収
集
を

兼
ね
て
お
掃
除
に
参
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
。

（
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
講
師
）

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
近
世
史
部
会
長

幡
　
鎌
　
一
　
弘

香寺民俗資料館で古文書を整理
する関大・神大の大学院生

飼
い
犬
の
フフフフ．．．．
ンンンン．．．．
の
後
始
末
を
し
て
い
ま
す
か
？

市
内
で
飼
い
犬
の
フ．
ン．
の
後
始
末
に
つ
い
て
苦
情
が
き
て
い
ま
す
。

犬
の
散
歩
を
す
る
時
は
、
ス
コ

ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
、

フ
ン
を
し
た
時
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
て
下
さ
い
。（
た
だ
持
っ

て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
）
子
供
達

だ
け
の
散
歩
の
時
も
処
理
で
き
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�
毎
日
、
特
定
の
飼
い
主
が
フ．
ン．
を
さ
せ
放
置
し
て
い
る
。

�
放
し
飼
い
（
夜
間
だ
れ
も
見
て
い
な
い
と
思
い
放
す
）
状
態
で

他
人
の
家
の
前
や
公
園
・
路
上
な
ど
で
フ．
ン．
を
す
る
。

目
撃
者
の
声

フ．
ン．
の
処
理
は

き
ち
ん
と
!!

解決方法は、犬の飼い主の
モラルにかかっています。

犬の運動・散歩時のフンは、
必ず後始末をしましょう。
運動・散歩の前に排便・排尿

を済ませるのが理想的です。

『
飼
い
犬
の
し
つ
け
方
が
わ
か
ら
な

い
』『
ど
う
す
れ
ば
言
う
こ
と
を
聞

く
ん
だ
ろ
う
』
な
ど
お
悩
み
の
方
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
、

次
の
と
お
り
「
飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
し
つ
け
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

平
成
10
年
11
月
13
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

場
　
所

加
西
ハ
イ
ツ
第
２
向
山
公

園
（
加
西
保
健
所
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

雨
天
の
場
合
は
、
保
健
所
会
議
室
で

セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
。

募
集
人
員

40
組
（
午
前
20
組
、

午
後
20
組
　
飼
い
主
と
犬
と
一
緒
に

参
加
）

応
募
要
件

①
生
後
４
か
月
〜
１

年
の
飼
い
犬
（
犬
種
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
及

び
７
種
（
５
種
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
完
了
し
て
い
る
も
の
。

実
施
内
容

①
し
つ
け
の
必
要
性
と

基
本
　
②
し
つ
け
の
実
技
　
③
ゲ
ー

ム申
込
先

加
西
保
健
所
　
衛
生
課

（
電
話
42
┙
０
２
６
６
）

申
込
期
限

10
月
12
日
（月）
〜
10
月

23
日
（金）
（
土
日
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

他
の
ペ
ッ
ト
の

被
害
も
!
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稲
穂
が
黄
金
に
色
づ
き
、
涼
風
に

秋
へ
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ
る
季
節
。
県

道
大
和
・
北
条
停
車
場
線
、
古
坂
隧す
い

道ど
う

を
通
り
、
鴨
谷
の
三
叉
路
を
左
に

曲
が
り
、
県
道
滝
野
・
市
川
線
と
交

差
す
る
広
原
町
の
信
号
を
左
折
、
市

街
地
か
ら
７
�
、
山
間
や
ま
あ
い

を
流
れ
る
万

願
寺
川
の
上
流
、
西
在
田
小
学
校
手

前
か
ら
２
�
に
わ
た
り
点
在
す
る
、

の
ど
か
な
町
な
み
と
道
の
草
花
に
心

安
ら
ぐ
上
道
山
町
、
区
長
高
井

剛
さ
ん
の
お
宅
を
伺
い
ま
し
た
。「
小

高
い
場
所
で
、
ク
ー
ラ
ー
は
、
夏
場
で

も
い
ら
な
い
く
ら
い
で
、
秋
と
も
な
れ

ば
、
鈴
虫
の
声
が
一
段
と
賑
や
か
さ

を
増
し
ま
す
。
人
里
近
く
の
山
か
ら

は
、
い
の
し
し
、
鹿
が
出
没
し
、
今

年
は
、
川
に
蛍
が
た
く
さ
ん
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
町
に
は
、
小
学
校
が
あ
り
、

各
学
年
１
ク
ラ
ス
編
成
で
す
が
、
み
ん

な
仲
が
よ
く
て
、
元
気
な
子
供
た
ち

ば
か
り
。
今
年
、
こ
の
町
か
ら
は
11

名
の
１
年
生
が
入
学
し
、
次
代
を
担

っ
て
く
れ
る
子
供
が
多
い
こ
と
は
、
大

変
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。「
昭
和
52
年
に
有
志
で

始
ま
っ
た
上
道
山
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

大
会
は
、
昭
和
54
年
の
国
際
児
童
年

に
、
子
供
た
ち
に
自
由
に
伸
び
伸
び

と
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
と
言
う
こ
と

で
、
地
元
の
方
か
ら
公
民
館
の
裏
の

１
反
半
の
土
地
を
町
に
寄
付
し
て
頂

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
児
童
公
園
と

名
付
け
、
町
民
あ
げ
て
の
盛
大
な
大

会
と
し
て
、
今
年
で
22
回
を
数
え
る

年
１
回
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
万
国

旗
か
ら
、
今
は
、
家
に
眠
っ
て
い
る
こ

い
の
ぼ
り
を
飾
り
つ
け
、
春
の
空
た
か

く
泳
ぐ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
大
半
が
参
加
し
、
お

し
り
で
風
船
を
割
る
ケ
ツ
ダ
ン
力
レ
ー

ス
や
タ
イ
ヤ
こ
ろ
が
し
な
ど
勝
負
に
こ

だ
わ
ら
な
い
ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り
入
れ

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昼
の
食
事
も
工

夫
を
凝
ら
し
、
炊
き
だ
し
も
あ
れ
ば

弁
当
組
も
隣
保
ご
と
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
日
頃
顔
を
合
わ
せ
て
あ
ま
り
話

し
た
こ
と
の
な
い
人
も
、
こ
の
日
ば
か

り
は
、
和
や
か
に
一
日
を
過
ご
し
、

健
や
か
な
子
供
の
成
長
と
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

金
比
羅
、
権
現
、
火
結
な
ど
隣
保
ご

と
に
８
つ
の
小
宮
さ
ん
が
あ
る
の
も
町

の
特
徴
で
、
私
た
ち
の
先
祖
か
ら
受

け
継
が
れ
た
祭
祀
を
行
い
、
家
族
の

深
い
絆
で
結
ば
れ
た
信
仰
心
の
厚
い
町

で
も
あ
り
ま
す
。
公
会
堂
、
河
川
公

園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
草
引
き
、
木

の
剪せ
ん

定て
い

、
花
づ
く
り
な
ど
の
奉
仕
活

動
、
ね
た
き
り
の
老
人
を
お
互
い
助

け
合
う
募
金
活
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ

ー
ド
で
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
老
人

会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
に

こ
や
か
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
町
の
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
今

は
、
町
も
下
水
道
工
事
な
ど
都
市
化

に
向
け
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

山
、
川
、
池
、
草
花
な
ど
自
然
いっ
ぱ

い
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
ふ
れ
あ
え
る
伝

統
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
通
じ

て
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
思
い
出
と
な
る
、

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
と
一
緒

に
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。」
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

上道山町区長の
高井さん

児童公園で奉仕作業をされる老人会の皆さん

まちの数字 122世帯　497人
（男241人・女256人）

次回は下万願寺町の予定です。

「タイヤころがしヨーイ」

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、

自
然
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
町
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現
在
、
古
本
市
に
向
け
て
、
古
本

を
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
れ
ば

ご
提
供
下
さ
い
。単
行
本
・
文
庫
本
・

絵
本
・
児
童
本
・コ
ミ
ッ
ク
マ
ン
ガ
等
、雑

誌
や
教
科
書
以
外
の
本
を
お
寄
せ
下

第第第第
十十十十
九九九九
回回回回
古古古古
本本本本
市市市市
にににに
向向向向
けけけけ
てててて
!!!!

８月16日（日）健康福祉会館に於いて、
「加西市こども会将棋大会」が開催され、
ちびっこ棋士（小学校低学年11名、高学
年19名、中学校７名）が熱戦をくりひろげ
ました。各部の優勝者は、低学年・山本佑
気君（北条小）、高学年・加古啓真（日
吉小）、中学生・大豊裕一（泉中）です。

８月８日（土）夜、羅漢寺（山田恵純
住職）でろうそくに灯をともして石
仏を供養する「千灯会」が行なわれ
ました。参拝されたみなさん約500人
は、思い思いの石仏の前にろうそく
を立て、ほのかな光が境内を幽玄に
照らしだしました。

羅漢寺で「千灯会」

今、私たちは何をすべきなの
か。

９月４日（金）～６日（日）、ジャスコ
タウン加西で加西市動植物生態調査
委員会と加西ナチュラリストクラブ
共催による「加西の水辺展」が開催
され、環境の変化から様々な影響を
受ける水辺の生きものの声を訴えま
した。

生きものからのメッセージ

子供たちが未来の名人目指して熱戦

わ
た
し
の
夢

西
在
田
小
学
校
五
年

藤
本
久
美
子
さ
ん

私
は
、
し
ょ
う
来
養
ご
学

校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
の
弟
が
、
障
害

を
持
っ
て
い
て
、
弟
の
学
校

に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
、
歩
け
な
い
子
や

き
ち
ん
と
話
が
で
き
な
い
子

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
も

っ
た
子
た
ち
に
会
い
ま
す
。

私
は
、
そ
ん
な
子
た
ち
を
見

て
、
そ
の
子
た
ち
と
一
緒
に

勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

暑いなか懸命に作業される組
合員のみなさん。

８月９日（日）、兵庫県土建加西支部
労働保険事務組合（垣内秀義組合長）
の方々（８名）は、教育環境の向上
を願い、北条中学校の教室や廊下の
天井をボランティアで修繕されまし
た。生徒やＰＴＡなど関係者から、感
謝の言葉が寄せられました。

きれいな教室で新学期

さ
い
。古
本
が
車
イ
ス
や
ミ
ニ
ハ
ン
デ
ィ

ー
キ
ャ
ブ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
に

と
、
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
費
（
一
部

は
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
へ
）
を
目

的
に
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
収
集
期
間
（
10
月
31
日
ま
で
）

平
　
日

９
時
〜
18
時

日
曜
日
　
10
時
〜
17
時

水
曜
・
祝
日
は
休
み

・
受
付
場
所

加
西
市
健
康
福
祉
会
館
２
階

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会「
か
た
つ

む
り
の
家
」（
電
話
43
┙
０
３
６
１
）

※
古
本
市
は
11
月
８
日
�
、
ジ
ャ
ス

コ
タ
ウ
ン
加
西
店
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

古
本
の
整
理
や
値
段
付
け
を
お
手
伝

い
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
!

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

熱戦をくりひろげるちびっこ
棋士たち

第18回古本市の様子

石仏の前で手を合わせる参
拝者
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西
谷
町
の
岡
田
遺
跡
か
ら
奈
良

時
代
（
約
千
二
百
年
前
）
の
掘ほ
っ

立た
て

柱
建
物
跡

ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

建
物
跡
は
全
部
で
五
棟
で
す
。
す

べ
て
総
柱

そ
う
ば
し
ら
建
物
（
建
物
床
下
に
束つ
か

柱ば
し
ら
を
持
つ
建
物
）
で
、
同
じ
方
向

に
棟
軸
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
に
建
設
さ
れ
た
倉
庫
群
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
柱
は
三
十
�
の

太
さ
の
ヒ
ノ
キ
や
カ
ヤ
が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
柱
材
の
根
元
が
腐
ら

ず
に
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
倉
庫
群
の
周
辺
で

は
墨
で
文
字
や
記
号
が
記
さ
れ
た

墨ぼ
く

書し
ょ

土
器
の
破
片
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
倉
庫
群
や
墨
書
土

器
な
ど
の
存
在
か
ら
、
岡
田
遺
跡

が
奈
良
時
代
の
行
政
単
位
で
あ
る

「
郷さ
と

」
の
役
所
関
係
の
付
属
施
設
で

あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

65

岡
田
遺
跡
３
…
西
谷
町

整
然
と
な
ら
ぶ
倉
庫
群
発
見
!

奈
良
時
代
の
役
所
関
係
の
施
設
か
？

同和教育
シリーズ

いま加西市では、ともに生きる心を豊か
に培いながら、すべての市民が生きる喜
びを実感できるすこやかな社会の実現に
全力をあげています。
折しも、今年は、「世界人権宣言」が

国際連合で採択されてから50周年。いま
一度、家庭や学校、地域社会のなかで、
ふれあいの大切さや生きることの素晴ら
しさを語りあわれてはいかがでしょうか。

○心の垣根をとりはらい あなたのさし出す やさしい手
賀茂小ＰＴＡ 北本治義さん

○一日一声 やさしさを 一日一動　善いことを
一日いっぱい 喜びを

賀茂小ＰＴＡ 玉置　弘さん

○つみとろう 差別の芽　幼い心に根づかぬうちに
下里小ＰＴＡ 森田由美さん

○相手の気持ちを考えて 聞こう 話そう
やさしい心　思いやり

下里小ＰＴＡ 佐藤玲子さん
○あなたの思いやり みんなにつうじれば
なかよくなれる愛の心

九会小ＰＴＡ 板井秀敏さん

○笑顔であいさつ どの子にも
九会小ＰＴＡ 中村由美さん

心の架け橋

「
国
際
理
解
教
育
」

│
日
本
語
指
導
│

北北北北
条条条条
小小小小
学学学学
校校校校

北
条
小
学
校
に

は
、
現
在
、
外
国
籍

児
童
が
十
一
名
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

籍
八
名
と
ベ
ト
ナ
ム
籍
三
名
で
す
。

（
三
人
転
出
し
た
結
果
）

ブ
ラ
ジ
ル
籍
児
童
の
殆
ん
ど
が
、
日

常
会
話
が
で
き
に
く
い
の
で
、
日
本

語
指
導
担
当
者
と
別
室
で
学
習
す
る

時
間
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
籍
も
一

人
い
ま
す
。
そ
の
教

室
内
で
の
様
子
で
す
。

絵
な
ど
を
見
て
、

物
の
名
前
を
覚
え
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
表
現

の
仕
方
を
覚
え
た
り

し
て
、
大
分
詳
し
く

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
の
話
で

す
。

「
き
の
う
、
こ
う
べ
へ
い
っ
た
。
ワ
ゴ
ン

車
で
い
っ
た
。
お
と
う
さ
ん
と
、
お
か

あ
さ
ん
と
、
ぼ
く
と
、
三
人
の
と
も

だ
ち
と
、
六
人
で
い
っ
た
。
は
は
の
日

や
っ
た
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
ょ
く
じ

し
た
。
ダ
イ
エ
ー
に
も
い
っ
た
。
か
え

り
は
、
お
の
の
サ
テ
ィ
へ
いっ
た
。
た
の

し
か
っ
た
。」

例
を
挙
げ
る
の
が
得
意
な
児
童
も

い
ま
す
。「
〜
の
か
わ
り
に
」
と
い
う

言
い
回
し
を
学
習
し
た
時
で
す
。

「
先
生
は
、
チ
ョ
ー
ク
の
か
わ
り
に
、
ペ

ン
を
つ
か
っ
た
。」

「
◯
◯
づ
つ
」
と
い
う
言
い
方
を
学
習

し
た
時
に
は
、「
先
生
は
、
プ
リ
ン
ト

を
一
人
に
一
ま
い
づ
つ
く
ば
り
ま
し

た
。」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

友
達
と
よ
く
遊
ぶ
と
、
日
常
語
に

慣
れ
や
す
い
で
す
。
あ
る
児
童
が
、
ク

ラ
ス
へ
帰
る
時
で
す
。

「
い
ま
か
ら
、
せ
き
が
え
す
る
ね
ん
。

九
は
ん
に
な
り

た
い
の
。
で
も

な
ぁ
、
せ
ん
せ

い
が
き
め
る
か

ら
…
。」「
〜
し

た
り
、
〜
し
た

り
」
の
言
い
方

の
時
も
、
う
ま

く
言
え
ま
す
。

「
ふ
え
を
ふ
い
た
り
、
う
た
を
う
た
っ

た
り
し
ま
す
。」

ど
の
児
童
も
そ
れ
ぞ
れ
に
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
学
校
生
活
で
不
便
を
感

じ
な
い
よ
う
に
、
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
滞
在

経
験
の
あ
る
玉
田
敦
雄
さ
ん
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
通
訳
で
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
児
童
や
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 熱心に勉強する外国籍児童

1.上葉ノ木遺跡 2.渡遺跡 3.岡田遺跡
4.宝ノ前遺跡 5.内畑遺跡 6.小谷遺跡

柱材の残る倉庫跡

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校
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等
の
治
療
機
器
が
必
要
で
す
。
残
念
な
が
ら

加
西
病
院
に
は
治
療
装
置
が
な
い
た
め
、
こ
の

治
療
の
必
要
な
患
者
さ
ん
は
、
兵
庫
県
立
成

人
病
セ
ン
タ
ー
等
に
治
療
を
依
頼
し
て
い
ま

す
。一

方
、
放
射
線
診
断
学
は
画
像
診
断
学
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
Ｘ
線
写
真
や
核

医
学
に
加
え
、
１
９
７
２
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

技
術
を
導
入
し
た
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

装
置
（
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
）
が
開
発
さ
れ
、
病
気
の
診

断
機
能
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
超
音
波
画
像
（
エ
コ
ー
）
や
磁
気
共
鳴
画

像
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
と
い
っ
た
放
射
線
を
使
用
し
な

い
検
査
方
法
も
開
発
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
画
像

診
断
な
し
で
は
今
日
の
医
学
は
存
在
し
な
い
と

ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
加
西
病
院
に
も
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ・エ
コ
ー・Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
や
核
医
学
診
断

装
置
（
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
）
等
の
装
置
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
画
像
診
断
法
の
進
歩

発
達
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
の
、
す
べ
て
の
患
者

さ
ん
に
す
べ
て
の
検
査
を
行
う
こ
と
は
、
経
済

的
・
時
間
的
に
無
駄
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
医
師
は
、
各
検
査
の
特
徴
や
有
用
性

を
熟
知
し
、
疑
わ
れ
る
病
気
に
対
し
て
出
来

る
だ
け
患
者
さ
ん
に
負
担
を
か
け
な
い
で
正
し

く
診
断
す
る
必
要
が
有
り
ま
す
。
放
射
線
科

医
は
ど
ん
な
検
査
を
す
る
べ
き
か
主
治
医
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
と
と
も
に
、
各
検
査
の
結
果
を

レ
ポ
ー
ト
に
し
て
画
像
診
断
を
行
う
こ
と
に
よ

り
間
接
的
に
皆
さ
ん
の
病
気
の
診
断
と
い
う
面

で
診
療
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
が
安
心

し
て
加
西
病
院
で
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
様
に

願
っ
て
仕
事
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
放
射
線
科
と
は
ど
ん
な
病
気
を
診
て
も
ら

う
科
で
す
か
？
」
と
か
「
放
射
線
科
と
は
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
所
で
す
か
？
」
と
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
放
射
線
科
の
知
名
度
が
低
い

よ
う
な
の
で
広
報
の
紙
面
を
借
り
て
宣
伝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

放
射
線
医
学
の
歴
史
は
割
合
新
し
く
、
１

９
８
５
年
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
が
Ｘ
線
を
発
見

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
や
っ
と
100
年
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
、
内

科
や
外
科
等
と
比
べ
て
ず
っ
と
新
し
い
分
野
で

す
。放

射
線
医
学
は
現
在
、
治
療
学
と
診
断
学

と
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

射
線
治
療
学
で
は
、
悪
性
腫
瘍
（
癌
な
ど
）
に

対
し
放
射
線
を
使
用
し
て
治
療
す
る
こ
と
を

専
門
に
す
る
分
野
で
、
コ
バ
ル
ト
や
リ
ニ
ヤ
ッ
ク

市立加西病院

放射線科　部長

田中　豊

放
射
線
科
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

││
適
切
な
検
査
で
正
確
な
診
断
を
││

ある地区のひとり暮らし、高齢世帯を
対象に、最近、ゆっくりと話をしたことが
あるかなどの調査をした結果、人との交
流が少ない方が半数以上もありました。
加西市でも高齢化が進み、全人口の

18.5％、５人に１人は65歳以上の方です。
また、高齢者夫婦世帯、ひとり暮らし世
帯が増え、若い世代では核家族化が進
みつつあり、社会の変化とともに、家族
や隣近所など地域のつながりも希薄にな
りがちです。足が悪く、家に閉じこもりが
ちなＡさんも「誰でもええんや、声をかけ
てくれる人がおったらな」と、訪問した保
健婦に寂しさを漏らされます。
そこで、今年は、九会・多加野地区は
各町公会堂で地域の皆さんによる「高齢
者あったか推進のつどい」として敬老の日の
催しがあります。いつまでも、住み慣れた
土地で、隣近所、友人など地域住民同
志のつながりの中で、元気でそして自分
らしく暮らしていきたいものです。高齢者
の方も若い世代の方も自分にできる事を
敬老の日をこの機会に考えてみましょう。
いつも、敬老月間をむかえると敬老の

日の意味や地域住民同志のつながりに
ついて考えさせられるのです。

地域が一体となって
高齢者を見守ろう

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

〈材料と作り方（4人分）〉
�鶏肉（約200グラム）は一口大に切り、塩、こしょう
各少々をふる。玉ねぎ１個、人参１本、生しいた
け６個も一口大に切る。鍋にサラダ油大さじ１と鶏
肉を入れて中火で熱し（油が冷たいうちに入れ
ると、肉が焦げにくい）肉の色が白っぽくなった
ら、玉ねぎ、にんじんを加えて炒める。
�牛乳４カップ、クリームコーン小２缶と固形スープの素
２個、しいたけを加え、煮立ったらふたをせずに中
火で10分ほど煮る。仕上げに、塩、こしょう各少々
を加えて味をととのえる。（１人分591kcal、塩分3.8グ
ラム）

〈シェフから一言〉
急いでいる時に便利な一品
です。作りおきもできます。
材料もいろいろ変えて、お
いしいシチュウにして下さ
い。

い
ず
み
会
会
員
（
上
宮
木
町
）

藤
城
ま
り
子
さ
ん

今

歯のしくみを知って、自分の歯の状
態を知っておくことが大切です。炎症・グ
ラつきがおこりはじめ等は歯石をとって、
しっかり磨くことによって良くなります。

（加西市歯科衛生士会）

歯医者さんでしてもらえる歯ぐきのチェック
ポケットの深さ
1～2mm
3～4mm
5～6mm

診　断
健　康
炎　症

歯槽のうろう

症　　状

歯ブラシで血がでませんか？
グラグラ動いていませんか？

どうなっているの、歯の周り・歯の根

グラグラ�

歯周ポケット�
をはかります�

歯石�

歯槽骨�

歯ぐき�

－小学・中学生の保護者の方に－
日本脳炎・風疹の予防接種は済

みましたか？ 9月中に指定医療機
関で受けましょう。接種対象者は
次の学年の方です。
日本脳炎�小学4年生・中学3年生
風　　疹�小学1年生・中学3年生
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公民館で3日間開催されている宝石
の展示会へ行き、30万円のネックレス
のクレジット購入契約をした。クーリ
ングオフ期間内（8日以内）に解約を
申し出たのにできないと言われました。
1日だけの展示販売は訪問販売と同

様にみなされますが、展示販売が2日
以上になると店舗販売とみなされるた

め、クーリングオフできなくなります。
展示会では、雰囲気にのまれて契約

してしまいがちですが、必要性・支払
能力をよく考えて慎重に契約しましょ
う。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階 電話42－8739）

消費生活相談Q&A 「雰囲気にのまれて契約…展示販売にご注意!!!!」
Ｑ

Ａ

ハートtoハート講習会
あなたも市民救命士

■と　き ９月27日（日）
午前９時～正午（毎月第４日曜日）

■ところ 加西市消防本部
■内　容 心肺蘇生法・大出血時の止血
法（修了者には修了証を交付します）

■定　員 10人程度　会社や町内会等も
受付けますので時間・場所等は加西市消
防本部（電話42－0119）へ相談下さい。

女
性
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
健
康

状
態
を
過
信
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

内
　
容

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

（
体
が
ん
・
頸
が
ん
）、
骨
粗
し
ょ

う
症
、
歯
科
検
診

対
象
者

30
歳
以
上
（
昭
和
44
年

３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
女
性
）

と
　
き

10
月
16
日
（金）

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
予
約
制
）

と
こ
ろ

市
立
加
西
病
院
及
び
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

40
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限

10
月
９
日
（金）

料
　
金

子
宮
が
ん
検
診
２
３
０

０
円
、
乳
が
ん
検
診
８
０
０
円
、

骨
粗
し
ょ
う
症
１
０
０
０
円
、
歯

科
検
診
　
無
料
（
検
査
当
日
に
納

め
て
く
だ
さ
い
）

※
申
込
み
受
付
後
、
受
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
┙
８
７
２
８
）

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

対
　
象

市
内
在
住
の
成
人
の
方

で
、
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た

い
方
ま
た
は
初
心
者

定
　
員

20
名

参
加
費

２
０
０
０
円

日
　
程

10
月
６
日
（火）
〜
12
月
15

日
（火）

毎
週
火
曜
日
（
計
10
回
）

雨
天
中
止

場
　
所

加
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

時
　
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

申
込
期
間

９
月
22
日
（火）
〜
30
日
（水）

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
┙
８
７
７
３
）

期
　
日

10
月
18
日
（日）
午
前
９
時
〜

場
　
所

北
条
東
小
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

男
女
各
２
名
（
４

名
編
成
）、
男
子
は
40
歳
以
上
、
女

子
は
中
学
生
以
上
（
全
て
市
内
に

居
住
、
通
勤
、
通
学
す
る
者
）

参
加
料

５
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

申
込
先

松
田
勝
行
（
バ
レ
ー
ボ

壮
年
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

ー
ル
協
会
男
子
壮
年
部
長
）
電
話

48
┙
２
３
０
９

申
込
締
切

10
月
14
日
（水）

日
　
時

10
月
24
日
（土）

※
雨
天
10
月
25
日
（日）

受
　
付

８
時
30
分
〜

競
　
技

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
　
所

加
西
工
業
団
地
周
辺
コ

ー
ス
（
朝
妻
町
）

チ
ー
ム
編
成

加
西
市
内
に
通
学

す
る
小
学
生
で
、
学
年
別
・
男
女
別

で
編
成
（
小
学
校
区
に
限
り
ま
せ
ん
）

区
間
・
距
離

各
部
と
も
５
区
間

（
１
区
間
９
０
０
メ
ー
ト
ル
）

申
込
締
切

10
月
14
日
（水）

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
５
１

加
西
市
上
万
願
寺
町
９
７
３
　
池

田
文
胤
宛
（
電
話
44
┙
０
３
５
５
）

※
雨
天
時
の
問
合
先
　
加
西
市
役

所
（
電
話
42
┙
１
１
１
０
）

歴
史
と
文
化
の
か
お
り
高
い
ふ

第
18
回

加
西
「
観
月
の
夕
べ
」

第
6
回
加
西
工
業
団
地
杯

少
年
少
女
駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
出
場
者
募
集

る
さ
と
加
西
を
し
の
び
な
が
ら
、

仲
秋
の
名
月
を
観
賞
す
る
「
観
月

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
邦
楽

の
調
べ
の
な
か
、
月
見
の
茶
を
た

し
な
み
な
が
ら
風
雅
に
こ
こ
ろ
豊

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
　
時

10
月
４
日
（日）

午
後
３
時
〜
８
時

場
　
所

い
こ
い
の
村
「
は
り
ま
」

緑
風
亭
・
瑞
祥
の
間

料
　
金

茶
券
代
　
８
０
０
円

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
電
話
42
┙
８
７
０
１
）

兵
庫
県
海
外
技
術
研
修
員
の
み

な
さ
ん
や
市
内
在
住
の
外
国
人
の

方
々
と
、
素
敵
な
秋
の
一
日
を
お

茶
会
や
邦
楽
鑑
賞
を
交
え
て
の
交

流
会
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

10
月
４
日
（日）

午
後
１
時
30
分
受
付

場
　
所

い
こ
い
の
村
「
は
り
ま
」

会
　
費

１
０
０
０
円

（
友
好
協
会
会
員
は
５
０
０
円
）

問
合
・
申
込
先

加
西
市
都
市
親

善
友
好
協
会
（
電
話
42
┙
８
７
０

１
） 観

月
の
夕
べ

国
際
交
流
会
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〈ママの一言〉
外で遊ぶのが大好きで、いつもお兄ちゃんの後を一生懸命ついてまわる

勇哉。少し泣き虫で甘えん坊ですが、毎日頑張って保育園へ通っています。
思いやりのある優しい子になってほしいな! （パパ・秀紀さん、ママ・幸代さん）

柏木勇哉ちゃん（上道山）
3歳3カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
10月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
10月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
９月17日（木）北部公民館・10月１日（木）健康福祉会館
10月８日（木）農村環境改善センター・10月15日（木）北部公民館

■法律相談
９月24日（木）健康福祉会館　受付は午前10時～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年７月生れの乳児 ９月22日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年５月生れの乳児 10月８日（木） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年４月生れの幼児 10月13日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年４月生れの幼児 10月20日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 10月14日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会
３～５カ月児の保護者 10月14日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　11月11日（水）午後１時～２時（希望者は２時間程度）
母子健康手帳・筆記用具を持って、場所は保健所へ。

9月15日（火） 徳岡内科 （北条町・電話42－０１７８）
20日（日） 天沼医院 （北条町・電話42－３６３６）
23日（水） 佐竹医院 （北条町・電話42－４０５７）
27日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44－０２２５）

10月 4日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43－１７１７）
10日（土） 横田内科医院 （北条町・電話42－５７１５）
11日（日） つつみ神経医院（野上町・電話45－２０５０）
18日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43－１４４４）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
10月15日（木）・11月19日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

観
月
の
夕
べ
国
際
交
流
会
に
参

加
さ
れ
る
兵
庫
県
海
外
技
術
研
修

員
（
15
名
）
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

海
外
に
新
し
い
家
族
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。

実
施
日

10
月
３
日
（土）
〜
４
日
（日）

申
込
締
切

９
月
22
日
（火）

申
込
先

加
西
市
都
市
親
善
友
好

協
会
（
電
話
42
┙
８
７
０
１
）

加
西
お
や
こ
劇
場

第
70
回
例
会

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

「
か
た
っ
ぽ
か
た
っ
ぽ
ど
こ
い
っ

た
」
く
わ
え
・
パ
ペ
ッ
ト
ス
テ
ー

ジ
音
楽
人
形
劇
を
開
催
し
ま
す
。

ゆ
く
え
ふ
め
い
の
く
つ
し
た
を

さ
が
し
て
、
タ
ン
ス
の
中
へ
と
冒

険
に
で
か
け
ま
す
。
く
つ
し
た
と

い
っ
し
ょ
に
、
不
思
議
で
愉
快
な

世
界
へ
冒
険
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

10
月
４
日
（日）

11
時
、

14
時
各
開
演

場
　
所

加
西
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
７
０
０
円
（
１
人
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
┙
０
８
３
０
）

〔おはなし会〕
10月は、休館日のため休みます。

〔休館日〕
月曜日
9月20日（日）
23日（水）

10月10日（土）

理由（宮部みゆき著）
落下する夕方（江國香織著）
不夜城（馳　星周著）
太公望（宮城谷昌光著）
決戦の時（遠藤周作著）
回想電車（赤川次郎著）
あやかしの声（阿刀田高著）
望みしは何ぞ（永井路子著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

こう

日
　
程

●
９
月
30
日
（水）

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
ジ
ャ
ス
コ
タ
ウ
ン
加
西

●
10
月
９
日
（金）

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
加
西
市
役
所
（
職
員
駐

車
場
）

「
大
空
に
あ
こ
が
れ
た
若
者
た
ち
」

姫
路
海
軍
航
空
隊
に
関
連
し
て

鶉
野
飛
行
場
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

会
　
場

姫
路
平
和
資
料
館
　
多

鶉
野
飛
行
場
を

ご
存
知
で
す
か

愛
の
献
血

目
的
展
示
室

日
　
程

10
月
10
日
（土）
〜
11
月
23

日
（月）
（
休
館
日
を
除
く
）

入
場
料

無
料

鶉野飛行場を飛びたった戦闘機
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「
加
西
市
身
体
障
害
者
運
動
会
」

に
競
技
進
行
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
秋
空
の
も
と
身
体

障
害
者
の
方
々
と
運
動
会
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

11
月
３
日
（火）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

北
条
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

協
力
内
容

競
技
用
品
の
出
納
、

選
手
誘
導
、
記
録
測
定
ほ
か

申
込
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
電
話
43
┙
８
１
３
３
）

お
年
寄
り
の
専
用
居
室
等
が
必

要
で
自
費
で
整
備
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
、
高
齢
者
住
宅
整
備
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
　
象

市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
60
歳
以
上
の
親
族
と
同
居
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い
る
方

で
、
か
つ
前
年
度
ま
で
の
市
税
を

お
貸
し
し
ま
す

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

大
募
集

完
納
さ
れ
て
い
る
方

貸
付
金
額

２
０
０
万
円
以
内

受
付
期
間

10
月
30
日
（金）
ま
で

申
込
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
┙
８
７
２
４
）

期
　
間

９
月
21
日
（月）
〜
９
月
30

日
（水）

重
　
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

市
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数

は
、
幸
い
に
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
事
故
は
減
少
で
は

な
く
、
０
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

誰
も
が
、
い
つ
交
通
事
故
に
遭
っ

て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
現

状
の
車
社
会
の
な
か
で
、
一
人
ひ

と
り
の
「
い
い
毎
日
」
は
「
交
通

安
全
」
あ
っ
て
こ
そ
…
。

今
一
度
、
安
全
な
通
行
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

９
月
18
日
（金）

午
後
７
時
30
分
〜

場
　
所

加
西
市
民
会
館
文
化
ホ

三
悪
追
放
市
民
大
会

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

ー
ル

内
　
容

講
演

演
題
「
歩
く
・
運
転
す
る
自
分
と

相
手
を
知
り
、
安
全
・
安
心
な
交

通
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

講
師

日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
研
究
所
長
　
山
田
幸
洋
先
生

問
合
先

環
境
課

（
電
話
42
┙
８
７
３
１
）

加
西
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乾

燥
焼
却
処
理
設
備
の
老
朽
化
に
よ

り
処
理
能
力
が
低
下
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
平
成
９
年
度
に
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資

を
受
け
、
設
備
の
整
備
を
行
い
衛

生
的
な
乾
燥
焼
却
設
備
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
施
設
の
能
力
・

機
能
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
よ
り

衛
生
的
な
し
尿
処
理
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
西
市
公
園
墓
地
第
４
区
（
鴨

谷
町
）
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
東

向
き
の
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

安
ら
ぎ
の
霊
園
で
、
全
区
画
５
平

加
西
市
公
園
墓
地

第
4
区
分
譲

年
金
の
還
元
融
資
で

衛
生
セ
ン
タ
ー
を
整
備

方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

平
成
10
年
度
永
代
使
用
料（

１
区
画
）

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
お
よ
び
本
籍
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
法
に
よ
る

登
録
を
受
け
て
い
る
方…

65
万
４
千
円

・
右
記
以
外
の
方

…
98
万
１
千
円

平
成
10
年
度
維
持
管
理
費

使
用
墓
園
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

年
額
７
５
０
円
で
、
10
年
分
を
前

納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
年
分
…
３
万
７
千
５
百
円

問
合
先

環
境
課

（
電
話
42
┙
８
７
３
０
）

※
電
話
に
よ
る
お
申
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

装
身
具
（
補
聴
器
）
交
付
・
修

理
の
適
合
相
談
な
ど
を
兵
庫
県
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
が
行
い
ま
す
。

対
　
象

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
者

日
　
時

９
月
29
日
（火）
午
前
９
時

30
分
か
ら
正
午
（
受
付
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

２
階
　
研
修
室

身
体
障
害
者
移
動
相
談

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：00
（月曜日を除く）

毎月26日はハーブ湯の日

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を

毒毒毒毒入入入入りりりり飲飲飲飲物物物物にににに ごごごご注注注注意意意意 !!!!
★★★★★★★★★★★★ 自動販売機を利用する皆さんへ ★★★★★★★★★★★★

�次のような飲物は、毒入りの疑いがあるので絶対飲まないようにしましょう。
�1本分の硬貨を入れたのに、取り出し口に2本あるとき
�ふたが容易に開くなど、一度開けられた跡があるとき
�変な臭いや味がするとき

－－加西警察署－－
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加西市への寄付
☆高齢者福祉へ
○豊倉町 去来川俊晃 5万円
☆社会福祉資金へ
○�マリアンヌ製靴 30万円

（靴まつり協力金）

お く や み
死亡者 年齢 喪主 町名

岩井　すゑ 88 清 笹　倉
藤田喜代市 85 賢　裕 下若井
荒瀬　善次 78 善　廣 東高室
高橋　輝雄 72 進 上若井
見田鶴好 68 光 豊　倉
福井　千秋 90 芳　秋 大　内
植田　友造 67 一 栗　田
小田島佳子 59 徳　治 鶉野中
福井　久治 88 久　夫 上道山
梶浦いつゑ 81 弘　嗣 田　原
野田梅太郎 91 幸　作 南　町
南古　里う 97 重　義 池　上
牛尾　敏和 66 泰　子 別府西
頃安しず子 82 清　子 中　富
増田　政雄 78 利　光 西谷東
佐伯　　敏 62 原田光二 西笠原
名古屋隆司 76 隆　昭 山下東
松岡　昌子 65 鐵　男 福　吉
藤原　茂正 73 シヅ子 大　内
千石　　長 70 長　則 別　所

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（8月31日受付分まで・敬称略）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○西野々町 阿部　佳也 50万円
○鶉野上町 田中　博子 10万円
指定預託
☆［供養］加西ボランティア協会へ
○北条町東南 豊田　辰正 30万円
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

申
込
期
限

９
月
25
日
（金）

申
込
先

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
電
話
42
┙
８
７
２
５
）

子
育
て
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ

た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
経
験
が
豊

富
な
方
に
「
子
育
て
協
力
委
員

（
す
く
す
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）」
を

依
頼
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

離
乳
食
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
し
つ
け
等
な
ん
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
来
所
、
電

話
、
訪
問
、
手
紙
等
ど
の
よ
う
な

方
法
で
も
結
構
で
す
。

次
の
保
育
所
で
相
談
を
お
受
け

し
ま
す

子
育
て
に

お
悩
み
の
方
へ

東
播
磨
流
域
文
化
協
議
会
は
、

こ
の
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
に
ふ

バ
ス
ツ
ア
ー
「
加
古
川
中
流
域
の

国
宝
を
た
ず
ね
て
」
参
加
者
募
集

れ
、
貴
重
な
共
有
財
産
と
し
て
見

直
す
と
と
も
に
圏
内
の
住
民
相
互

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

実
施
日

10
月
24
日
（土）

募
集
人
数

80
人
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

行
き
先

一
乗
寺
・
浄
土
寺
・
小

野
市
立
好
古
館
・
県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー

参
加
費

中
学
生
以
上
１
０
０
０

円
　
小
学
生
５
０
０
円

問
合
先

東
播
磨
流
域
文
化
協
議

会
事
務
局
　
電
話
０
７
９
４
│
21
│

１
１
０
１
（
内
２
１
１
）
又
は
市
役

所
企
画
室
（
電
話
42
┙
８
７
０
０
）

日
　
時

10
月
18
日
（日）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
し
の
実
グ
ル
ー
プ
20
周
年
記
念

「
朗
読
の
つ
ど
い
」

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容

個
人
朗
読
「
お
葉
つ
き
い

ち
ょ
う
」「
糸
の
目
」「
花
嫁
」
ほ
か

朗
読
劇
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」「
連
れ

あ
い
」

入
　
場

無
料

問
合
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　

（
電
話
43
┙
０
３
６
１
）

加
西
市
内
の

元
気
バ
ン
ド
が
大
集
結
!

協
力
金
で
介
護
機
器
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
贈
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
３
日
（土）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

協
力
金

１
０
０
０
円

問
合
先

�
マ
リ
ア
ン
ヌ
製
靴
内

ス
ー
パ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
実
行
委
員

会
（
電
話
48
┙
３
７
７
３
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

ス
ー
パ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
'98

保育所名　

富田保育所

多聞保育園

善防保育所

白竜保育園

北条保育園

相談日　

毎週水曜日

毎週火曜日

毎週金曜日

毎週土曜日

毎週金曜日

連　絡　先　

加西市窪田町3

〃　尾崎町285

〃　西笠原町798

〃　玉野町433-2

〃　北条町古坂1232

電話番号

42-1592

48-2383

48-3765

47-1185

42-5566

○北条町田町 竹本幸夫 1万5千円
○北条町横尾 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同 1万485円
○匿名 2万円
○匿名 7万円
一般預託
○TS24時間マラソン野球大会 3万2千円
○栄光社 宮本久雄 1万3千円
○ホッパーズ 1万円

太
平
洋
戦
争
中
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
で
元
米
国
兵

士
ジ
ョ
セ
フ・シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

さ
ん
が
拾
っ
た
日
章
旗
の

寄
せ
書
き
が
故
・
宮
崎
勝

次
さ
ん
（
北
条
町
横
尾
）

の
も
の
と
分
か
り
、
妻
す

ゑ
こ
さ
ん
に
返
還
さ
れ
、

霊
前
に
供
さ
れ
ま
し
た
。

「主人が生きていれば喜んだだろう」

53年ぶりに戻った日章旗
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H10.9.1現在（前月比）
人　口／ 52,720（＋14） 世帯数／ 15,542（－28）
男　／ 25,625（＋ 3） 女　／ 27,095（＋11）

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分 55

秋の彼岸に合わせたよう
に、真赤な花を咲かせます。

稲
穂
が
黄
金
色
に
色
づ
き

は
じ
め
た
棚
田
の
畔
道
に
、
赤

い
も
う
せ
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ

う
に
連
な
っ
て
咲
く
様
は
、
日

本
の
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
し
て

郷
愁
を
さ
そ
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
昔
か
ら
の
こ
の
風

景
も
耕
地
整
理
で
見
ら
れ
る

場
所
が
少
く
な
っ
た
の
は
淋
し

い
気
が
し
ま
す
。
別
名
マ
ン
ジ

ュ
シ
ャ
ゲ
と
い
い
ま
す
が
、
イ
エ

ヤ
キ
バ
ナ
、
ソ
ウ
シ
キ
バ
ナ
な
ど

と
呼
ん
で
余
り
好
か
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
葉
と
花
が
別
の

時
期
に
出
る
か
わ
っ
た
植
物
だ

か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www: hyogo. com / kasai

加西市は、21世紀に向かって人間と都市と自然
が調和し、キラリと輝く個性と魅力を持った「まち」
として夢のある文化行政を展開しております。
そこで、「花」をテーマとした作品（絵画・写真）

を広く全国から公募し、花のまち「加西」にふさわ
しい第9回「花の美術大賞展」（加西展・大阪展・東
京展）を開催します。
テーマ 「花」の美や感動を自由に表現した作品
規　格 絵画 額装で50号以内（ガラス不可）

写真 全紙以上の単写真で、額装又は板
パネル張り、額含寸法長辺125cm
以内（ガラス不可）

表　彰 花の美術大賞1点（副賞100万円）、ゆめ

（優秀）賞3点（副賞30万円）ほか多数
表彰式 平成11年4月4日（日）加西市民会館
展覧会 加西展 平成11年3月27日（土）～4月4日（日）

加西市民会館
大阪展 平成11年4月13日（火）～4月18日（日）

咲くやこの花館
東京展 平成11年5月11日（火）～5月16日（日）

AXIS GALLERY
申込先 平成11年2月5日�までに、出品票、受付

証、審査結果通知票に必要事項を記入し
て、出品料（1点につき3,000円）を添え
て、教育委員会内「花の美術大賞展実行
委員会事務局」（電話42－8775）へ

開催日時 平成10年11月3日（祝）
午後1時開場

会　　場 加西市民会館　文化ホール
参加資格 加西市在住の音楽を愛好する個

人・ファミリー及び音楽団体
参 加 費 個人5,000円　団体10,000円
公募締切日 平成10年9月25日�
申込方法 所定の申込用紙に必要事項記入

の上、加西市教育委員会・芸術
文化課迄申し込んでください。

問 合 先 加西市教育委員会・芸術文化課
（電話42－8775）

会
　
場

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

福
岡
紙
文
具
店

（
電
話
42
┙
０
２
０
５
）

第13回 加西市民音楽祭
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人
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午
後
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時
〜


